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	応用
	抗原情報
	背景
	プラスミンは血栓のフィブリンを溶解し、胚発生、組織リモデリング、腫瘍浸潤、炎症など、様々なプロセスにおいてタンパク質分解因子として作用する。排卵時にはグラーフ卵胞壁を脆弱化する。ウロキナーゼ型プラスミノーゲン活性化因子、コラーゲナーゼ、そしてC1やC5といった複数の補体チモーゲンを活性化する。フィブロネクチンとラミニンの切断は細胞の剥離とアポトーシスを引き起こす。また、フィブリン、トロンボスポンジン、フォン・ヴィレブランド因子も切断する。組織リモデリングと腫瘍浸潤におけるプラスミンの役割は、CSPG4によって調節される可能性がある。細胞に結合する（類似性による）。
	研究分野
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	プラスミノーゲンウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス肝臓組織抽出物をウェスタンブロット分析しました。

